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境漢簡群に所見する「奉銭」支給関連の記事は、 いづれも燧長以上の〝職位〟を有する者に限定されており、卒を支給対象とした記載は一件も発見できない。またタイプＣ・Ｄには、その職位に除任され 年月日の記載とともに、未だに受領していない奉銭についての記述が併記されることから、 奉銭が職位 対して行われることが明瞭である。つまり、 「奉銭」支給関連の記述に爵称が併記されない理由とは、 「奉銭」が爵 は無関係に執行される事象であるため、と考えることができよう。



































































（（（ ） 、 「●状辞曰公乗居延宿中里
〼
」 （












































出入する所 罪を以て反って罪とす の律を以 弁告す」 （
E.P.F（（:（~（ ）


















民若取庸采黄金珠玉者……」への韋昭注に、 「発民、用其民。取庸、用其資以顧庸」とあることや、 先述した「候粟君所責寇恩事」冊書中にも、「市庸平賈大男日二斗為穀廿石」 （
E.P.F（（:（（ ）とあることからも解るよ



































































































④ 　戌卒濟陰郡定陶安便里朱寬 　　庸定陶 □里
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する記述に 「以賞功労 （以て功労を賞す） 」 とある記述に着目される。 「労」とは勤務日数のことであり、 『同』巻二
	 恵帝紀の冒頭に記される詔には


















































































































































































一回目から二回目までは十六日間の時間差がある。（（9）前漢初呂后期の律令を反映していると考えられる張家 漢簡 四七号漢墓竹簡整理小組編『二年律令』 （文物出版社、 二 〇一） 「盗律」には、 「盗贓値過六百六十銭、黥城旦舂。六百六十到 百廿銭、完為城旦舂。 不盈二百廿到百一十銭、 耐為隷臣妾。 不盈百一十到廿二銭、罰金四両……」 （五五～五六簡）とある この規定によれば、五百銭の贓罪は完城旦舂に当たり、爵称が剥奪されて身分呼称として城旦舂を冠することになる。ちなみに統一秦の状況を反映していると考えられる中国文物研究所編『龍崗秦簡』 中華書局、二〇〇一）には「二百廿銭到百一十銭、耐為隷臣妾」 （四〇簡）とある。漢代、贓罪は厳罰に処する傾向を有しており、 『漢書 巻十五表には「侯德天嗣、鴻嘉二年、坐恐
猲
国人、受財蔵五百以上、免。 」とある。
つまり身分標識（爵称）の変動の可能性が考えられる当該史料において、爵称を記載しないことに不自然さが感じられる、ことも併せて指摘しておきたい。（（0）謝桂華「漢簡和漢代的取庸代戍制度」 （甘粛文物考古研究所編『秦簡簡牘論文集』甘粛人民出版社、一九八九）参照。（（（）鷹取祐司「漢代戍卒の徴発と就役地への移動」 （ 『古代文化』四九
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爵称 年齢 爵称 年齢 年齢差
ａ 公乗 24 公乗 33 9
ｂ 公乗 26 公乗 45 19
ｃ 公士 39 無爵称 39 0
ｄ 公士 25 公士 不明
e 大夫 47 大夫 29 18
f 大夫 24 大夫 29 5
g 27 公乗 39 12
ｈ 公乗 26 公乗 28 2
ｉ 23 公乗 41 18
ｊ 公乗 27 公乗 39 12







序として直ちに想起される「爵制的秩序」には、皇帝から贈与される爵位序列が果して、郷里秩序に関与して規律するこ が可能 否か、を検討課題とした。その際、これまで民爵贈与 どによ 身分標識（爵称）の上昇的側面に焦点があてられた研究内容とは反対に、犯罪行為への罰則として行なわれる身分標識 下降的転換（ 称→労働刑名）に着目して考察を展開した。小結と は 皇帝によって制度 して施行され「爵称」と「労働刑名」が、 他律的な序列秩序とされる一面のみではなく、一般民の主体的な意思によって変化を加えることが可能な身分 システムであり、身分標識を有する者の相互間に、主体 序列を意識させることを可能としていた、ことを述べ
第二章においては、いわゆる西北辺境地域から出土した居延漢簡など
の漢簡群に、身分標識としての爵称を使用し 個人 特定し いた、と考え得る記述が多数みられる一方で 個人名に爵称記述 伴わない記載も多数確認でき から、爵称表記 必要 書式 、そうで書式の区別がなされており、爵が機能する特定な〝場・状況〟 存在たのではないか、という問題意識のも に辺境簡牘群 みられる事例を検証した。
第三章においては、 『史記』 『漢書』 『後漢書』を中心として、文献資
料に確認される身分標識（ 「爵称」および「労働刑名」 ）を有する個人を
抜き出し、提示することを第一の目的とした。その上で、かつての研究者が得られなかった出土史料（ 『二年律令』や『奏讞書』など）による知見を加えて、多少の解説を試みた。特に、かつての犯罪者が爵を奪われた場合のみ冠するもの、とされてき 「士伍」に いては「無爵の一般民」と理解すべ ことを述べた。
第四章においては、新出土史料『二年律令』から、かつての爵制研究
者が得られなかった知見が提供されたことによって、漢代爵制について再検討すべき内容を提示した。特に 本論文の根幹に関わる重要事項である「庶人」の存在形態について、徴兵制を意図した戦国秦の傳制の施行に起因して「農耕に従事する （農民） 」が庶人のカテゴリーから完全に分離され、春秋中期以前 らの本質こそ変わらないが、 「戦闘に参加できない存在」→傳されない者＝「徭役・兵役・士官から除外される者」を表す法律・身分用語として新 に成立したのが秦漢時代 「庶人」の語義であった、ことを述べた。
第五章においては、 『史記』 『漢書』など文献資料から得られる「庶人」
への理解を提示することを目的とした。 「庶人 が、爵称よりも下位で、奴婢・労働刑名より上位の身分標識 て考えられることから、 「庶人」はあ有爵称者と奴婢・労働刑名者の狭間に位置して、身分標識すべ を同一直線上に序列化する役割を果 していた ことを述べた。
第六章においては、秦漢時代の「庶人」は一般民とは異なる存在では
あるが、 「民」の一部として扱われており漢代「民爵贈与 対象 であった、可能性を提示するこ を目的とした。その上で、 「庶人」の存在形態と機能が、秦代軍功 制度から漢代民爵贈与制度への移行に重要な関連性を有していたことを指摘した。
結論では、第一章から までをまとめ、すでに戦国秦代において基
本的な構造が完成されていた、漢代 身分秩序は、いわゆる漢代二十等爵制度と、刑罰制度、および律令が密接に関連して形成さ 他
律的に形成されてはいるものの、被支配者が主体的な行動によって変化させることが可能な機能が内包され 自立的秩序への浸透が十分に可能な身分秩序システムとして構築されていた、ことを述べた。特に秦漢時代の「庶人」の特殊な存在形態が、秦代軍功爵制度から漢代民爵贈与制度への移行に大きく関与し、さらに「庶人」と民 贈与との相互 効果によって、漢代身分秩序 維持 れて た、こ を指摘して結んだ
